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２　学校評議員に求めた事項

３　学校評議員の意見

４　学校運営に反映した事項

５　課題その他

学校評議員会において下記の項目について報告を行い、質問、意見、アドバイスを求めた。
【第１回】①学校経営方針について、②令和３年度学校評価の結果、③学校の近況報告、④進路指導の活動について、
⑤生徒指導方針について、⑥各学年の様子
【第２回】①学校の近況報告、②進路指導部の活動について、③生徒指導部の活動について、④各学年の様子
【第３回】①学校の近況報告、②進路指導部の活動について、③生徒指導部の活動について、④各学年の様子、④令和
４年度学校評価について

【第１回】〇コロナ禍でも感染対策を施して学校行事を開催している点が評価できる。〇夏場の学習環境、特にクーラー
の稼働状況が気になる。充実に努めてほしい。〇模試の結果のうち中２の英語と国語が気になる。理数科に進学すると
は言え思考力・判断力の育成には国語や英語が重要である。
【第2回】〇県外SSH校との交流は刺激があって良い。〇SSHの発表資料作成に力を入れすぎて研究そのものが疎か
にならないよう注意してほしい。〇中学受験者数が少ない。中部地区の小学校への宣伝が必要である。
【第3回】〇保護者等への情報提供は学校HPだけでは不十分。アプリの活用などを検討すべきである。〇大学入試にお
いてチャレンジする姿勢は重要。ただし日頃の進路検討においては、見栄を張って高すぎる目標になっていないか常に
注意してほしい。〇球陽ならではの中高連携のあり方があるはず。トップダウンではなくボトムアップで改善を図ってほ
しい。

〇感染対策を万全にしたうえで、年間をとおして学校行事をできるだけ通常開催できるよう、生徒・職員の共通理解を
図った。〇稼働開始時間や設定温度など、クーラーの稼働体制を見直し、夏場の学習環境の改善に繋げた。〇模試の
結果分析を綿密に行い、各学年会及び教科会で共有し、授業改善に繋げた。〇探究活動において発表することが目標
にならないよう、担当教諭間で共通理解を図った。〇保護者向けコミュニケーションアプリを試験導入し、次年度の本格
導入に向けて検証中である。〇中高一貫教育推進委員会において論点を整理し、課題解決に直結する議論を推進して
いる。

〇中高一貫教育を推進するための中高職員間の更なる連携及び６年間を見通した教育計画の充実、〇施設設備・学習
環境の充実（老朽化への対応）、〇ポストコロナの学校行事等のあり方検討、〇地域の拠点となる中高一貫校にふさわ
しい人材を確保するための取組の充実、〇中学１年生に対する英語教育の充実、〇保護者・地域への十分な情報提供
及び連携協力体制の充実

令和４年12月２３日
（金）16時～17時

管理棟２階会議室 学校評議員４名、学校側14名

令和５年３月20日（月）
16時～17時

管理棟２階会議室 学校評議員３名、学校側１３名

令和４年度県立学校学校評議員の運営状況について(報告)

令和４年７月29日（金）
16時～17時

管理棟２階会議室 学校評議員５名、学校側16名


